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衆
議
院
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井
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提
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三
菱
ト
ラ
ッ
ク
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い
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問
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、
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衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
「
三
菱
ト
ラ
ッ
ク
問
題
」
に
つ
い
て
の
国
の
監
督
責
任
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

「
自
動
車
型
式
認
証
実
施
要
領
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
年
十
一
月
十
二
日
付
け
自
審
第
千
二
百
五
十
二
号
運
輸
省
自
動
車

交
通
局
長
通
達
）
の
中
の
新
型
自
動
車
等
取
扱
要
領
に
基
づ
き
、
主
と
し
て
仕
様
が
多
様
な
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
等
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
新
型
自
動
車
等
届
出
制
度
は
、
新
型
の
自
動
車
を
生
産
し
よ
う
と
す
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
届
出
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
届
出
の
内
容
の
保
安
基
準
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
審
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
新
規
検
査
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規
検
査
の
合
理
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
新
型
自
動
車
等
届
出
制
度
に
お
い
て
国
土
交
通
大

臣
が
行
う
審
査
（
以
下
単
に
「
審
査
」
と
い
う
。
）
は
、
ハ
ブ
等
の
部
品
の
強
度
や
耐
久
性
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
車
種
や

構
造
の
自
動
車
が
多
様
な
使
用
方
法
や
使
用
環
境
で
走
行
す
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ブ
等
の
部
品
を
含
む
装
置
全
体
に
つ
い
て
の

保
安
基
準
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
こ
れ
ら
を
考
慮
の
上
で
検
証
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
、
右
の
届
出

の
添
付
書
面
と
し
て
提
出
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、
当
該
検
証
の
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

一



な
お
、
今
回
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株
式
会
社
（
分
社
化
前
の
三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社
を
含
む
。
以
下

「
三
菱
ふ
そ
う
」
と
い
う
。
）
製
自
動
車
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
信
頼
が
損
な
わ
れ
、
三
菱
ふ
そ
う
に
お
い
て
右
の
検
証

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
か
疑
義
が
生
じ
た
た
め
、
現
在
、
強
度
計
算
書
や
実
車
試
験
の
デ
ー
タ
を
提
出
さ
せ
て
審
査
す
る

ぴ
よ
う

な
ど
、
三
菱
ふ
そ
う
か
ら
の
提
出
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
信
憑
性
の
観
点
か
ら
の
よ
り
厳
格
な
審
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
段
階
に
お
け
る
品
質
管
理
は
、
本
来
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
「
三
菱
ト
ラ
ッ
ク
問
題
」
に
お
い
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
リ
コ
ー
ル
に
係
る
不
正
行
為
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
、
リ
コ
ー
ル
に
係
る
不
正
行
為
の
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

二
に
つ
い
て

三
菱
ふ
そ
う
以
外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
に
対
し
て
は
、
従
来
と
同
様
、
確
実
な
審
査
を
行
っ
て
い

る
。
な
お
、
審
査
の
基
準
自
体
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

自
動
車
に
係
る
「
発
火
事
故
」
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
別
の
件
数
を
す
べ
て
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

二



運
送
事
業
者
は
、
そ
の
使
用
す
る
事
業
用
自
動
車
が
火
災
等
の
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
自
動

車
事
故
報
告
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
百
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
事
故
報
告
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社
（
以
下
「
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
」
と
い
う
。
）
製
の
バ
ス

の
火
災
に
関
し
て
は
、
事
故
報
告
書
の
保
存
期
間
で
あ
る
平
成
十
三
年
以
降
、
平
成
十
五
年
ま
で
の
三
年
間
で
、
十
一
件
の

報
告
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
安
全
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
の
必
要
な
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
の
バ
ス
の
火
災
に
関
し
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
等
か
ら
国
土
交
通
省
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
件

数
は
二
件
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
当
該
情
報
を
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
対
し
、
火
災
の
発
生
原
因
を
究
明
す
る
た
め
の
調
査
指
示
を
行
っ
て
い
る
。

三


